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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 ワークフロー設計で推奨される方法を説明し、 よ く使用さ

れるプログラ ミ ング パターンに従ってワークフローを構築するためのガイ ド ラ
インを示しています。 このマニュアルの目的は、 将来バージ ョ ンの WebLogic 
Integration に移行する と きに作業がスムーズに進むよ う なワークフローを作成す
るガイ ドを提供するこ とです。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 「BEA WebLogic Integration Studio では、 ビジネス  プロセス  ワークフローを
設計し、 モニタする設計環境を提供しています。 Studio ワークフローを作成
している、 またはワークフロー管理システムと して Integration Studio を使用
する予定の場合、 ワークフローの設計にベス ト  プラ クテ ィ スを念頭に置く よ
うにするこ とをお勧めします。 以下の節では、 将来の製品リ リースに移行す

る と きに、 スムーズに移行作業が行なえるためのワークフロー構築のガイ ド

ラ インを示します。」 では、 そのよ う なベス ト  プラ クテ ィ スのガイ ド ラ イン
の目的および使用について説明します。

� 「よ く使用されるワークフロー パターンに対するワークフロー設計の推奨例」
では、 よ く使用されるワークフロー パターンの推奨される設計方法を紹介し
ます。

� 「タス ク  ノードの使用法」 では、 提示したワークフロー パターンに関連する
ユーザ タスク  ノードおよび自動タスク  ノードの実装に関するガイダンスを
示します。

バージ ョ ン 1.0

日付 １   ２ ０ ０ ４

ソース d:\build\antwork\bestprgd\preface.fm

マニュアル名 WebLogic Integration BPM ワークフローの設計 ベス ト  
プラ クテ ィ ス  ガイ ド

最終更新 : Cheryl Solis、 Doc Mgr、 San Jose Frameworks
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� 「例外処理」 では、 例外処理ブロ ッ クをワークフロー内に構成する場合のガ

イ ド ラインを提供します。

� 「Studio プラグインを使用する場合のガイ ド ライン」 では、 移植性の高い
ワークフローを設計する場合の WebLogic Integration Studio のプラグイン機
構の使用についての疑問に答えます。

対象読者

このマニュアルは、 主と してビジネス  アナリ ス ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者、
および BEA WebLogic Integration Studio を使用して既存のワークフローを作成し
たこ とがある、 または Weblogic Integration Studio によってワークフローを設計
する予定の開発者一般を対象にしています。 Weblogic Integration Studio プラ ッ
ト フォームおよび Java プログラ ミ ングに読者が精通しているこ とを前提と して
書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メン トは、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。
BEA のホーム  ページで [製品のドキュ メン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して ください。
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このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ ト で入手できます。 BEA WebLogic 
Integration PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一
部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 BEA WebLogic 
Integration ドキュ メン ト のホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク し
て、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

関連情報

次の BEA WebLogic Integration マニュアルには、 こ こで挙げるベス ト  プラ ク
テ ィ ス  ガイ ド ラ インの使用、 および BEA WebLogic Integration Studio による
ワークフローの構築方法に関する情報が掲載されています。

BEA WebLogic Integration および特に BEA WebLogic Integration Studio に関する
一般情報の詳細については、 以下の資料を参照して ください。

� Business Process Management の概要

� WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド

� WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド

� WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド

� BPM ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド
WebLogic Integration BPM ワークフローの設計 ベス ト  プラクテ ィス ガイ ド v



サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メン トに関するユーザからのフ ィードバッ ク
は弊社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送 り ください。 寄せられた意見については、
BEA WebLogic Integration のドキュ メン ト を作成および改訂する  BEA の専門の
担当者が直に目を通します。

電子メールの メ ッセージには、 BEA WebLogic Integration 7.0 リ リースのドキュ
メン ト をご使用の旨をお書き添え ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSUPPORT (websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サ
ポート までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、
製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されていま
す。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
vi WebLogic Integration BPM ワークフローの設計 ベスト  プラクテ ィ ス ガイド



表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレ ク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr
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すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ とを示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
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BPM ワークフロー設計上のベス
ト  プラクティス

BEA WebLogic Integration Studio では、 ビジネス  プロセス  ワークフローを設計
し、 モニタする設計環境を提供しています。 Studio ワークフローを作成してい
る、 またはワークフロー管理システムと して Integration Studio を使用する予定の
場合、 ワークフローの設計にベス ト  プラ クテ ィ スを念頭に置く よ うにするこ と

をお勧めします。 以下の節では、 将来の製品リ リースに移行する と きに、 スムー

ズに移行作業が行なえるためのワークフロー構築のガイ ド ラインを示します。

� 「ベス ト  プラ クテ ィ スをお勧めする理由」

� 「よ く使用されるワークフロー パターンに対するワークフロー設計の推奨例」

� 「並行実行」

� 「イベン ト選択」

� 「タ イムアウ ト付きイベン ト 」

� 「イベン ト による取消し」

� 「実行タイムアウ ト 」

� 「ワークフロー パターンにおけるアクシ ョ ンの使用法」

� 「タス ク  ノードの使用法」

� 「Studio プラグインを使用する場合のガイ ド ラ イン」
WebLogic Integration BPM ワークフローの設計 ベス ト  プラクテ ィス ガイ ド 1



BPM ワークフロー設計上のベスト  プラクテ ィス
ベスト  プラクティスをお勧めする理由

現行の WebLogic Integration Studio 実装では、 構造化していないワークフローで
も構築するこ とができます。 しかし、 ワークフロー管理の関係業界、 および近年
意識されつつあるワークフロー規格においても、 構造化ワークフローの設計を推

奨しています。 将来バージ ョ ンの WebLogic Integration Studio では構造化ワーク
フローの使用が必須となる予定で、 ワークフロー規格が成熟し、 その使用が妥当

と思われた段階でこれに準拠する予定です。 このマニュアルでは、 現在の 
WebLogic Integration Studio で使用するための構造化ワークフローのパターンを
説明します。 こ こで挙げるガイ ド ラインに従う こ とによ り、 よ り よい設計のワー

クフローが構築でき、 構造化ワークフロー パラダイムへの移行がスムーズに行
なえるよ うにな り ます。

注意 : 以下のガイ ド ラ インは、 従うべきビジネス  ロジッ クの実装方法を提起す
る ものではあ り ません。

ビジネス プロセスの設計

ワークフロー定義は、 複雑なビジネス  プロセス、 方針、 および手順をカプセル
化するものです。 その複雑さを考慮して、 ベス ト  プラ クテ ィ ス  ガイ ド ラインで
は、 共通する一般的なワークフロー パターンに関連した事項を提示します。 コ
ンセプ ト によっては、 そのコンセプ トの望ましい実装方法、 および避けるべき事

項を具体的に示します。

提示されたワークフロー パターンやプログラ ミ ングの推奨方法は、 それが対応
するコンセプ トの唯一の実装方法とい うわけではあ り ません。 提示内容は、 一般

的な設計原理がわかりやすいよ うに、 また自動移行する と きに最適とは言えない

モデルないしワークフロー パターンを明確に指摘するために意図的に単純化し
てあ り ます。 当然のこ とながら、 実際のビジネス事例では、 それらのコンセプ ト

について異なる実装または設計が必要な場合もあるでし ょ う し、 実際のワークフ

ロー設計は、 このマニュアルで提示される設計パターンよ り もおそら く よ り複雑

なものになる と思われます。

このガイ ドで提示される実装例は、 ワークフロー設計を最適化する必要度の評価

手段、 および目安と して使用して ください。 こ こで提示されるガイ ド ラインに盲

従するこ とは、 実際のビジネス  プロセスを反映していない、 不適切なワークフ
ローになる場合もあ り ますので、 決してお勧めできません。
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ベス ト  プラクテ ィ スをお勧めする理由
WebLogic Integration Studio を使用したワークフ
ローの設計

こ こで規定する望ましいベス ト  プラ クテ ィ スは、 WebLogic Platform リ リース 
7.0 の WebLogic Integration Design Studio コンポーネン ト を使用してワークフ
ローを設計する こ と を想定しています。 WebLogic Integration Studio を使用した
ワークフローの設計に関する詳細は、 以下の各ト ピッ クのマニュアルを参照して
ください。

� Business Process Management の概要

� WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド

� WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド

� WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド

� BPM ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド
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BPM ワークフロー設計上のベスト  プラクテ ィス
よ く使用されるワークフロー パターンに対
するワークフロー設計の推奨例

以下の節では、 ワークフロー構築におけるさまざまな推奨パターンを提示しま

す。 これらのガイ ド ラ インは、 よ く ある共通のワークフロー問題に対する適切な

対処法を提示する こ と を目的と しています。 ビジネス  プロセスに関して多くの

ワークフローで見られる一般的なパターンには、 以下のよ う なものがあ り ます。

� 「並行実行」

� 「イベン ト選択」

� 「タ イムアウ ト付きイベン ト 」

� 「イベン トによる取消し」

� 「実行タイムアウ ト 」

こ こからは、 それらのパターンに関する説明、 およびそれらのワークフローの推

奨される実装について具体的に記載します。

並行実行

「並行実行」 パターンは、 1 つのワークフロー ノードから出るすべての並行パス

が、 同時に実行され、 その並行処理の終了地点の AND ノードで再び 1 つになる
場合を表します。 このワークフロー パターンを適切に実装するためには、 次の
ガイ ド ラインに従って ください。

1. 1 つのワークフロー ノードから出るすべての並行パスが同じ  AND ノードに
合流するよ うにします。 起点が異なる複数のノードになっている並行パス

は、 同じ  AND ノードに合流するこ とはできません。 言い換えれば、 並行実
行域では、 必ず単独の入口ポイン ト と出口ポイン ト を持たなければならな

い、 とい う こ とです。 これらのパスは、 パスの構成要素も同様に単独の入口
ポイン ト と出口ポイン ト を持つ、 とい う条件が満たされていれば、 複合化は

自由にできます。 図 1 は、 並行実行のワークフロー パターンを示していま
す。

注意 : BPM では、 並行実行は、 同時には実行されません。 同一のスレ ッ ド
でそれぞれのパスが実行され、 まず最初のパスが終了するまで進行
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し、 次に新しいパスに移り、 すべてのパスが進行できなく なるか、 ま

たはすべてのパスが AND ノードに進む状態になるまで、 そのよ うに
作業が進行します。 開始パスがどれになるかは一定ではあ り ません。

図 1   並行実行パターンの実装

2. 並行パスのサブセッ トが別のノードで合流する必要がある場合、 そのサブ
セッ トの起点と してダミーのタスク  ノードを設定し、 そのダミー タスク  
ノードは無条件で終了しているものとマークします。 これによって、 ネス ト

された並行処理が機能的に作成され、 並行実行パスが単独の入口ポイン ト と

出口ポイン ト を持つ原則が確実に守られます。

図 2 は、 複数のタス ク  ノード、 複数の入口ポイン ト を持つワークフローが、
ダ ミー タスク  ノードを使用する こ とによって、 並行実行パスの入口ポイン
トが 1 つになり、 1 つの AND ノードに合流するよ うに変わるし くみを示し
ています。
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図 2   単独の入口ポイント と出口ポイント方式を使って、 ネスト された並行処理
を作成する

3. パスが途中で消失するよ うにするこ とはできません。 後続するパスがない
ノードにパスがつながっている と、 そのパスは消失してしまいます。 消失し

ないよ うに修正するには、 そのパスが直接 AND ノードにつながるよ うに線
を追加します。 図 3 の左側の部分は、 消失するパスがあるワークフローを示
しています。 図 3 の右の部分は、 このワークフローをどのよ うに実装したら
よいかが示されています。

注意 : 消失するパスは、 「タ イムアウ ト付きイベン ト 」 に示されているワー

クフロー以外、 設定できません。
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図 3   必ず 1 対の入口ポイント と出口ポイントを持つようにする

イベント選択

「イベン ト選択」 パターンは、 1 つのノードから分岐するすべての並行パスが一
定のイベン トが発生するのを待ち、 最初に起きたイベン トによって、 どのパスが

実行されるか決まるものです （図 4 を参照）。 複数の並行パスのうち、 実行され

るパスは、 どのイベン トが最初に発生するかによってただ 1 つだけです （その
他のパスはすべて抑止され、 発動しません）。 実行パスが互いに排他的になるこ

とを保証するため、 次のガイ ド ラインに示されているよ うに イベン トの取消し  
アクシ ョ ンを使用します。
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図 4   「イベント選択」 パターンの実装

「イベン ト選択」 ワークフロー パターンを適切に実装するには、 以下の手順に
従って ください。

1. 1 つのノードから出るすべての並行パスがイベン ト  ノードで開始されるよ う
にします。図 4 では、 3 つの並行パスが [任意のノード ] を出て、 各パスが 3 
つのイベン ト  ノードで開始するよ うになっています。 ノードの数は、 すべて

のノードがイベン ト  ノードで開始される限 り、 必要に応じていくつでも設定

できます。

2. イベン トの取消し  アクシ ョ ンを使用して、 相互排他性が確立するよ うにしま
す。 各イベン ト  ノードに定義されたアクシ ョ ン  リ ス トには、 兄弟イベン ト  
ノードご とに イベン ト の取消し  アクシ ョ ンを 1 つずつ入れます。

注意 : 2 つのノードが同じ親を持つ場合、 その 2 つのノードは兄弟とな り ま
す。
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a. イベン トの取消し  アクシ ョ ンでは、 当該ワークフロー パターンのイベン
ト兄弟以外のイベン ト  ノードは一切取り消さないよ うにします。 この イ
ベン ト の取消し  アクシ ョ ンによって、 並行パスの 1 つだけが実行できる
よ うになる こ とが保証されます。 この イベン トの取消し  アクシ ョ ンは、 [
イベン ト  ノード ] の [ アクシ ョ ン ] タブで定義できます。

b. イベン トが互いに排他的である こ とが保証されている場合でも、 イベン

トの取消し  アクシ ョ ンを組み込むよ うにします。 そのよ うにするこ とに

よ り、 移行ツールによるこのワークフロー パターンの移行がよ り スムー
ズにできるよ うにな り ます。

3. イベン トの取消し  アクシ ョ ンは、 そのイベン ト  ノードの [ アクシ ョ ン ] タブ
で宣言されている他のどのアクシ ョ ンよ り も前に配置します。 できれば、 イ

ベン ト の取消し  アクシ ョ ン以外のアクシ ョ ンは、 タスク  ノードに配置し、
そのノードをイベン ト  ノードの後に置く よ うにして ください。

4. すべての並行パスが同一の OR ノードに合流するよ うにします。 図 4 は、 す
べての並行パスが同一の OR ノードに合流するパターンを示しています。

5. 実行パスには、 複合構成要素 （サブ並行処理、 ネス ト された 「イベン ト選

択」 パターン、 およびループなど） を自由に入れるこ とができます。

タイムアウト付きイベント

「タ イムアウ ト付きイベン ト 」 パターンは、 互いに排他的なイベン トのセッ トが、

一定の時間枠内または期限前に発生する必要がある場合を表しています。 タイム

アウ ト前に発生した最初のイベン トの実行パスは完了するまで実行され、 他のパ

スはタイムアウ ト  パスも含めて抑止されます。 タイムアウ ト前にどのイベン ト
も発生しない場合は、 タイムアウ ト  パスが実行されます。 タイムアウ ト後にイ
ベン ト が発生しても、 対応する実行パスが開始される こ とはあ り ません。 タイム

アウ ト  ロジッ クは 時限イベン ト  アクシ ョ ンか タスク期日を設定 アクシ ョ ンのど
ちらかを使用すれば実装できますが、 タスク期日を設定 アクシ ョ ンのほ うがよ

り明確でわかりやすい構成になるので、 タス ク期日を設定 アクシ ョ ンを使用す

るこ とをお勧めします。 図 5 は、 このワークフロー パターンの適切な実装形態
を示しています。 時限イベン ト  アクシ ョ ンを使ったベス ト  プラ クテ ィ スの説明
については、 「タ イムアウ ト付きイベン ト 」 を参照して ください。

「タ イムアウ ト付きイベン ト 」 ワークフロー パターンを適切に実装するには、 以
下のガイ ド ラ インに従います。
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1. パスは、 1 つを除いて他はすべてイベント  ノードで開始するよ うにします。
それぞれのイベン ト  ノードには、 一定のイベン ト が発生したこ と を示す変数
を設定します。 図 5 では、 2 つのイベン ト  ノード、 E1 と  E2 が示されていま
す。

2. その唯一の例外パスを開始するノード と して、 タスク  ノードを  1 つ設定しま
す （こ こでは 「タイムアウ ト  タスク」 ノード と呼びます）。 タイムアウ ト  タ
スク  ノードの後には分岐ノードを設定し、 イベン ト  ノードで設定された変
数値を検査します。 図 5 では、 この分岐ノードは 「イベン ト発生 ?」 とい う

名前になっています。 「タ イムアウ ト  タスク」 ノードを使用するにあたって
のガイ ド ラ インは、 次のとおりです。

a. タイムアウ ト  タスク  ノードのアクテ ィブ化リ ス ト にあるアクシ ョ ンは、

タスク期日を設定 だけです。 このアクシ ョ ンによ り、 タ イムアウ ト  タス
ク  ノードの期日が設定されます。 タイムアウ ト  タス ク  ノードの 実行時 
リ ス ト または 完了マーク時 リ ス ト には、 どのよ う なアクシ ョ ンも含まれ
ません。

b. 最後のサブアクシ ョ ン （タイムアウ ト  アクシ ョ ン） では、 タイムアウ ト  
タスク  ノードを完了とマークする必要があ り ます。  図 5 の右側分岐にそ
の使用例が示されています。 タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンを

使用して、 タイムアウ ト起動後にタイムアウ ト  タスク  ノードから実行が
継続されるよ うにします。 他のサブアクシ ョ ンはあってはな り ません。

3. すべての実行パスが同一の OR ノードに合流するよ うにします。

4. タイムアウ トが実際に発生したかど うかをチェックします。 タイムアウ ト  タ
スク  ノードから出るパスは、 イベン ト が発生したかど うかとは無関係に、 期

日到来によって実行が開始されます。 イベン ト が実際に発生した場合は、 タ

イムアウ ト  パスの実行は停止される必要があ り ます。 イベン ト発生によ り そ
のよ うに停止させるためには、 タイムアウ ト  タスク  ノードの後に分岐ノー
ドを挿入します。 この分岐ノードは、 イベン ト によって設定される変数の値

を検査します。 変数が設定されていれば、 イベン ト が発生済みであるこ とを

示しています。 その場合、 対応する分岐ノードの分岐が消失するよ うにしま

す。 これは、 その分岐の次にノードを指定しなければ自然にそのよ うにな り

ます。 false の場合、 分岐ノードの分岐は次のノードに移るよ うにします 
（図 5 で 「イベン ト発生 ?」 の分岐ノードの後の分岐を参照）。

5. タイムアウ トが発生したら、 他のイベン トはすべて取り消します。 タイムア
ウ ト  パスには イベン ト の取消し  アクシ ョ ンを設定し、 イベン ト が起動する
こ とのないよ うにすべてのイベン ト を取り消します。 できれば、 これらの イ
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ベン トの取消し  アクシ ョ ンは分岐ノードの直後のタスク  ノードに配置して
ください。 図 5 は、 分岐ノード後に 2 つの イベン トの取消し、 E1 と  E2 があ
る実装例を示しています。

図 5   「タイムアウト付きイベント」 パターンの実装

イベントによる取消し

「イベン ト による取消し」 パターンは、 実行パスが特定のイベン ト によって取り

消される （メ ッセージ到着によ り、 以前に発注されていた注文を取り消す場合な

ど） 場合を表しています。 実行パスが実行途中で取り消すこ とができるかど うか
によって、 2 つのタイプが考えられます。
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1. 中途取消しなし : 実行パスがまだ開始されていない場合、 キャンセル イベン
ト によ り実行パスの実行が中止されます。 実行パスの実行が開始されている

場合、 キャンセル イベン トは無効とな り、 実行パスは完了まで実行が継続さ
れます。

2. 中途取消しあり : キャンセル イベン トは、 取消し対象となるパスの実行期間

全体にわたって有効とな り ます。 言い換えれば、 実行パスは、 キャンセル イ
ベン ト を受信したら、 実行の途中でも中止できるこ とにな り ます。 ビジネス  
ロジッ クによっては、 キャンセル イベン ト受信前に実行された作業部分を元
に戻す （取り消す） ため、 一定のク リーンアップ処理が必要な場合があ り ま

す。

どちらのタイプのほ うが実際のビジネス  ロジッ クに近いかを判断した上で、 選
択したタイプを次のガイ ド ラインの提示に従って実装して ください。 最初の方

法、 すなわち 「中途取消しなし」 のタイプのほ うが、 部分的に完了した作業を取

り消すク リーンアップ処理の必要がないため、 実装が簡単です。   2 番目の方法、
「中途取消しあ り」 はよ り強力で、 取消し対象の実行パスの実行期間が長い場合

はこちらの方法が唯一の選択肢とい う こ と もあ り ます。

「中途取消しなし」 タイプ

図 6 は、 取消し対象のパスが実行前にキャンセル イベン ト を受信しない限 りパ

スが実行される場合の、 「イベン ト による取消し」 パターンの推奨される実装を

示しています。 このタイプを適切に実装するには、 次の手順に従ってください。
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図 6   「イベントによる取消し」 パターンの 「中途取消しなし」 タイプの実装
 

1. キャンセル パスの最初は、 キャンセル イベン ト （CE と表記） を待機するイ
ベン ト  ノードにする必要があり ます。

2. イベン ト  ノードが適切に登録され、 キャンセル メ ッセージの受信によって
ただちに開始されるよ うにするには、 通常実行パスの最初に短期間実行をブ

ロックする （静止状態を入れる） タスク  ノードを置きます。 静止状態を入れ
るこ とによ り、 イベン ト  ノードが確実に登録されます。 キャンセル イベン
トが受信される と、 それによって取消しを待機していたイベン ト  ノードが開
始されます。

3. イベン ト  ノードに変数を設定するアクシ ョ ンを追加します。 この変数の値
は、 通常実行パスを継続して実行するかど う かを判断するため、 通常実行パ

スによって静止状態終了後ただちに検査されます。
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4. 分岐ノードを、 手順 3. 「イベン トによる取消し」 に示された変数値を検査す
るタイムアウ ト  ノードの後に追加します。 変数が設定された場合、 この分岐
ノードの true 分岐は、 その分岐の次のノードを定義しないこ とによ り、 消失

するよ うにします。 false 分岐については、 通常実行を開始する ノードに移る
よ うにします。 図 6 はこのガイ ド ラインを示しており、 「イベン ト発生 ?」 分
岐ノードの後に false 分岐が配置されています。

5. 通常実行パスが実行開始されたら、 イベン ト  ノードがその後に開始されるこ
とはあってはなり ません。 キャンセル イベン ト を取り消す イベン ト の取消
し  アクシ ョ ンを追加するこ とによ り、 イベン ト  ノードを無効化します。 こ
のアクシ ョ ンは、 分岐ノードの直後に配置する必要があ り ます。 図 6 は、 分
岐ノードの直後のタスク  ノード とそれに関連付けられた イベン トの取消し  
(CE) アクシ ョ ンを示しています。

6. どちらのパスも同じ  OR ノードに合流させます。

「中途取消しなし」 の 「イベン トによる取消し」 は、 重要タスクを実行する前に

特定のイベン トが発生したかど うかをチェ ッ クするよ うに設計されたパターンで

す。 このパターンの簡単な例は、 受注処理ワークフロー内に見られます （図 7 を
参照して ください）。 受注処理ワークフロー内のタスク と しては、 次のよ う なも
のが考えられます。

1. 顧客ステータスのチェ ッ ク

2. 受注ステータスの実行

3. 注文の有効性チェ ッ ク

注意 : 次の手順に進む前であれば、 任意の時点で注文を取り消すこ とができ

ます。 図 7 に示されているよ うに、 依頼済みの注文の実行を処理する
保護タスクのセッ ト よ り前であれば、 キャンセル イベン ト  ノードを
挿入できます。 

4. 注文管理システムに対する注文の実行指示
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図 7   受注処理における 「中途取消しなし」 タイプの例

「中途取消しあり」 タイプ

図 8 は、 「中途取消しあ り 」 タ イプの推奨実装を示しています。 ただし、 このタ
イプの実装では、 ク リーンアップ ロジッ クが正し く実装されるために、 取消し
対象の通常実行パス とキャンセル パス との間によ り高度な調整が必要です。

一般に、 キャンセル パスでは、 必要なク リーンアップ ロジッ クを実行する必要
があ り ます。 このク リーンアップ ロジッ クは、 通常実行パスがどこまで先に進
んだかによって異なる可能性があ り ます。 通常実行パスの進行度の検出は、 通常

実行パスに一定の変数を設定し、 キャンセル イベン トの発生時にキャンセル パ
スでそれらの変数を検査するこ とによ り行な う こ とができます。 同様に、 通常実

行パスでは、 キャンセル パスがアクテ ィブ化したこ と を検出し、 キャンセル パ
スでは実行されない一定のク リーンアップ アクシ ョ ンを実行する必要がある場

合があ り ます。 作成したワークフローが実際のビジネス  プロセスを正確に反映
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したものになるための適切な調整を実装する作業は、 ワークフロー作成者自身が

適宜行なって ください。 ク リーンアップ処理は 1 つのパス上で行な う こ とを推奨
します。

図 8 は、 「中途取消しあ り」 タ イプの実装の骨格だけを示したものです。 取消し
およびク リーンアップ ロジッ クの詳細は、 記載されていません。

図 8   「イベントによる取消し」 パターンの 「中途取消しあり」 タイプの実装

以下の一般的な手順は、 このワークフロー パターンを適切に実装する方法を示
しています。

1. キャンセル パスの最初は、 キャンセル イベン ト （CE と表記） を待機するイ
ベン ト  ノードにする必要があり ます。

2. 通常実行パスの最初は、 12 ページの 「「中途取消しなし」 タ イプ」 に示した

よ うに、 短期間実行をブロックするタスク  ノードにします。 これによって、
イベン ト  ノードが適切に登録されます。
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3. 通常実行パスの最後のアクシ ョ ンでは、 イベン トの取消し  アクシ ョ ンを使用
して イベン トの取消し  （CE） を取り消すこ とによ り、 イベン ト  ノードを無
効化する必要があ り ます。 これによって、 通常実行パスが実行完了し、 OR 
ノードに到達した以降にイベン ト  ノードが起動するこ とがな くな り ます。 図 
8 では、 左側分岐の最後にイベン ト  ノードを完了するためのタスク  ノードを

設定してこの処理を行なっています。

4. どちらのパスも同じ  OR ノードに合流させます。 キャンセル イベン ト / メ ッ
セージでイベン ト  ノードがアクテ ィブ化するのは、 任意の時点ではなく、 通

常実行パスが静止状態に入ったと きに限られますので注意してください。 そ
う なっているこ とによ り、 通常実行パスが静止状態に入るポイン トは普通は

少数ですから、 ク リーンアップ  ロジッ クが単純化されます。 したがって、 取
り消し / ク リーンアップの組み合わせ作業がご く少ない箇所で済みます。

実行タイムアウト

「実行タイムアウ ト 」 パターンは、 「イベン トによる取消し」 パターンと似ていま

すが、 パスの実行を取り消す原因はイベン ト ではなく タイムアウ ト です。 図 9 
は、 このワークフロー パターンの推奨される実装形態を示しています。

実行タイムアウ ト  パターンでは、 タイムアウ トが起動した場合の、 通常実行パ
ス と タイムアウ ト  パス との間に一定レベルの調整が必要な場合があ り ます。 さ
らに、 複雑なク リーンアップ ロジッ クが必要なこ と もあ り ます （これに関して
は 「イベン トによる取消し」 の節を参照して ください）。 ク リーンアップに必要

なワークフロー アクシ ョ ンの実装は、 ワークフロー作成者自身が行なってくだ

さい。 この節では、 このワークフロー パターンの実装の骨格のみを示します。

「実行タイムアウ ト 」 パターンを実装する場合、 以下の手順を実行して ください。

1. タイムアウ ト  パスの最初は、 タイムアウ ト  アクシ ョ ンを含むタスク  ノード
にする必要があり ます。 タイムアウ ト は、 時限イベン ト  アクシ ョ ンまたは タ
スク期日を設定 アクシ ョ ンのいずれを使用しても実装できますが、 タスク期

日を設定 のほ うがよ りわかりやすいコードになるので、 タスク期日を設定 ア
クシ ョ ンを使用するこ とをお勧めします。 通常実行パス と タイムアウ ト  パス
は、 これらのパスに含まれる構成要素が単独の入口ポイン ト と出口ポイン ト

をそれぞれ持つよ うになっている限り 、 どちら も自由に複合化するこ とがで

きます。

2. どちらのパスも同じ  OR ノードに合流させます。
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3. タイムアウ ト  パスは、 通常実行パスが実行終了したら （すなわち OR ノード
に到達したら）、 無効化するよ うにしなければなり ません。 そのためには、

通常実行パスの最後で変数を設定し、 分岐ノードをタイムアウ ト  ノードの後

に置いて、 そこでこの変数の値をチェ ッ クするよ うにします。 図 9 では、
「timeout_disabled」 とい う名前のブール変数が実行パスの最後で true に設定
されており、 この値が分岐ノードでチェ ッ ク されます。 タイムアウ ト  パスが
無効化されない場合、 タイムアウ ト  パスが進行します。

図 9   「実行タイムアウト」 パターンの実装
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よ く使用されるワークフロー パターンに対するワークフロー設計の推奨例
ワークフロー パターンにおけるアクシ ョンの使用
法

表 1 は、 このマニュアルで前述したワークフロー パターンに関連するアクシ ョ

ンを リ ス ト にしたものです。 自動移行できるよ うにワークフローを最適化するに

は、 ワークフローでこれら特定のアクシ ョ ンを使用する と きに 表 1 に示すガイ
ド ラインに従ってください。

注意 : 非同期アクシ ョ ンのコールバッ ク  アクシ ョ ン リ ス トには、 Set Task as 
Done 以外のアクシ ョ ン （ワークフローを開始 など） は定義しないでく

ださい。

表 1 : ワークフローアクションの使用に関するガイ ドライン

アクション 使い方

イベン トの取消し このアクシ ョ ンは、 「イベン ト選択」、 「タイムアウ

ト付きイベン ト 」、 または 「イベン ト による取消し」

の各パターンの実装時に相互排他性を確立するた

めにのみ使用する。

タスクに完了マーク

を付ける

このアクシ ョ ンは、 自己に完了マークを付ける場

合、 または 「タイムアウ ト付きイベン ト 」 パターン

を実装する場合にのみ使用する。

タスクの完了マーク

を外す

このアクシ ョ ンは使用しないこ と。

タスク期日を設定 このアクシ ョ ンは、 「タイムアウ ト付きイベン ト 」

パターンまたは 「実行タイムアウ ト 」 パターンのタ

イムアウ ト  ロジッ クを実装する場合にのみ使用す
る。

タスクを実行 このアクシ ョ ンは、 自己を自動実行する場合にの

み使用する。

OR 結合 OR 結合 は、 前述のワークフロー パターンの実装、
または複数の開始ノードの結合にのみ使用する。
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AND 結合 AND 結合 は、 「並行実行」 パターンを実装する場
合にのみ使用する。

表 1 : ワークフローアクションの使用に関するガイド ライン

アクション 使い方
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タスク  ノー ドの使用法
タスク  ノードの使用法

WebLogic Integration Studio のタスク  ノードには、任意の数のアクシ ョ ンを 作成
時、 アクテ ィブ時、 実行時、 および  完了マーク時  リ ス トに入れるこ とができま
す。 これらの リ ス トは、 WebLogic Integration Studio の [ タスクのプロパティ ] ダ
イアログで定義します。 [ タスクのプロパティ ] ダイアログの詳細については、
『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

一般に、 タスクには次の 2 種類があ り ます。

ユーザ タスクのガイドライン

ユーザ タスクを実装する場合、 以下のガイ ド ラ インに従って ください。

1. アクテ ィブ時 リ ス ト  には、事前割り当てタスクを配置します。 アクテ ィブ時 
リ ス ト の最後のアクシ ョ ンは、 3 つのタスク割 り当てアクシ ョ ン のいずれか
でなければなり ません。 それらのアクシ ョ ンは次のとおりです。

a. ユーザにタスクを割 り当て

b. ロールにタスクを割 り当て

c. ルーティ ング テーブルを使用してタスクを割 り当て

表 2 : タスクの種類

タスク 使い方

ユーザ タスク ユーザに割り当てられているタス ク。 ユーザ タス
クは、 ユーザまたはロールによって明示的に実行

されなければ、 実行されるこ とはない。

自動タスク ユーザの介在が不要なタス ク。 自動タス クは、 通

常ユーザの介在な く一連のアクシ ョ ンを実行し、

自己に完了マークを付けて次のノードへと実行を

進める。
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2. Executed リ ス ト には、 事後割 り当てタスクを配置します。 これらのアクシ ョ

ンは、 ユーザが明示的にタスクを実行する場合に実行されます。 Executed リ
ス トの最後のアクシ ョ ンは、 タスクに完了マークを付けるため、 タスクに完

了マークを付ける  アクシ ョ ンにする必要があ り ます。

3. タスクに関連するアクシ ョ ン （タスク  コ メン ト を設定 および タスク期日を
設定 など） はすべて 「タスクの割 り当て」 アクシ ョ ンの直前に置く よ うにし

ます。

自動タスクのガイドライン

自動タスクを実装する場合、 以下のガイ ド ラインに従って ください。

1. アクシ ョ ンはすべて アクテ ィブ時 リ ス ト に配置します。

2. Executed リ ス ト にはアクシ ョ ンを配置しないでください。

3. アクテ ィブ時 リ ス ト の最後のアクシ ョ ンは、 タスクに完了マークを付ける  
アクシ ョ ンにして、 タスクに完了マークを付ける必要があ り ます。

例外処理

将来バージ ョ ンの WebLogic Integration では、 構造化された例外処理を使用する
予定です。 将来の WebLogic Integration 製品リ リースにスムーズに移行できるよ

うにするため、 例外ハンド ラを設定する時に、 以下の事項を考慮するよ うにして

ください。

1. 例外ハンド ラをワークフローの中ほどに設定する場合、 順番的に最も前にあ
る ノードのデフォル トの例外ハンド ラに対して後ろになるよ うにそのハンド
ラを設定し、 設定ノードおよび解除ノードによって、 出入 りするパスがない

適切なブロッ クが形成されるよ うにします。 次の図、 図 10 では、 この種の例
外ハンド ラ  ブロ ッ クを示しています。 一般的に、 例外ハンド ラがアクテ ィブ
になる範囲はできるだけ小さ くするよ うにして ください。

2. 「タ イムアウ ト付きイベン ト 」 パターンまたは 「実行タイムアウ ト 」 パター

ンを使用する場合、 タイムアウ ト  パス内の例外ハンド ラは、 変更および追加
しないよ うにします。
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3. 「イベン ト による取消し」 パターンを使用する場合、 例外ハンド ラを変更し
ないよ うにします。

図 10   例外ハンドラ ブロックの例
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Studio プラグインを使用する場合のガイド
ライン

WebLogic Integration Studio では、 一部のワークフロー コンポーネン ト の機能を
拡張するプラグインをサポート しています。 プラグインの機能はそのままでも継

続しますが、 できればカスタマイズしたプラグインに対して  EJB を使用して、
自動移行ができるよ うにワークフローを最適化して ください。 『WebLogic 
Integration BPM プラグイン  プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照して ください。
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